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東京医科大学予想問題 No.01

注意事項

1. 問題の文中の ア , イウ などの文字付の空欄には、特に指示のない限り、数値または符号 (−±)

が入ります。これらを次の方法で解答用紙の指定欄に解答しなさい。

（a）ア、イ、ウ、・・・の一つ一つは、それぞれ０から９までの数字、または、－、±、のいずれか一つ

に対応します。それらをア、イ、ウ、・・・で示された解答欄にマークしなさい。

[例] エオ に −8と答えたい時、

| ? 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

- ? 0 1 2 3 4 5 6 7 | 9

ア

イ

（b）分数形で解答が求められている時、既約分数で答えなさい。符号は分子につけ、分母につけてはな

りません。

[例]
カキ

ク
に −4

5
と答えたい時、

| ? 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

- ? 0 1 2 3 | 5 6 7 8 9

- ? 0 1 2 3 4 | 6 7 8 9

ウ

エ

オ

2. 解答を修正する場合は、必ず「消しゴム」で後が残らないように完全に消しなさい。

3. 解答をそれぞれの問題に指定された数よりも多くマークした場合は無解答とみなされます。

4. 問題冊子の余白等は適宜利用してよいが、どのページも切り離してはなりません。
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1 3次関数 C : y = x3 + 4x2 + 2x − 3と 1次関数 L : y = −2x + sを考える。ただし、sは実数とする。

このとき、以下の問いに答えなさい。

(1) 3次関数 C と x軸との交点を小さいほうから α , β , γ とすると、

α = アイ , β =
− ウ +

√
エ

オ
, γ =

− カ −
√

キ

ク

となる。

(2) 1次関数 Lを sの関数と考え、C と Lが接するとき、sの大きいほうの値を求めると、

s = − ケ · · · · · · 1⃝

を得る。また、その時の (x, y)の座標を求めると

(x, y) =
(
− コ , サ

)
· · · · · · 2⃝

を得る。

(3) sが 1⃝の値をとる時、1次関数 Lと 3次関数 C によって囲まれる面積を S とすると、

S =
シ

ス

となる。

(4) xy 平面上の点 2⃝において、1次関数 Lと直交する直線を L′ とする。L′ と 3次関数 C によって囲ま

れる面積を S′ とすると、

S′ =
セソタ

チツ

となる。
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各生徒様お一人お一人に適した東京医科大学の予想問題を作成します

お問い合わせはこちら
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最短、最速で合格に導きます
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本予想問題はサンプルのため大問１だけの掲載になります。
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【本予想問題はサンプルのため大問１だけの掲載になります。】
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